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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 鈴木大介 

池辺晋一郎氏作曲の「ギターは耐え、そして希望し続ける」を巡ってのインタビューから始まる。 

◼ 映画が大好きで年間 200 本は見ています。最近に見た中でいいものは「麦の穂を揺らす風」、音楽

がよかったのは「ボルベール（帰郷）」。一番のお気に入りは「ニュー・シネマ・パラダイス」です。 

◼ ギタリストになっていなかったら、ツァーコンダクターかバーテンダーかな。 

            んんんん・・・・・書き残すのはこれだけ？ギターの話がない！ 

 

【話題のアーティスト紹介 ギタリスト 笹久保 伸】  

いわゆるフォルクローレのギター演奏家。ペルーで頑張っています。そんな感じです。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：鈴木一郎】 

日本のギター界の重鎮、鈴木一郎氏のインタビュー記事です。セゴビアやピアソラにも師事している。武満

徹のギター協奏曲「夢の縁へ」は鈴木一郎氏のために書いたものだそうだ。 

◼ 日本はある部分は厳しく、ある部分はずぼら。コンクールで演奏する曲について、ヨーロッパでは

直前に変更をお願いしても「どうぞ」と言ってくれるが、日本では変更は絶対に許されない。 

◼ 40 年間ヨーロッパで過ごしてきて日本に帰ってきたが、つじつまが合わないとことばかりだ。 

◼ 日本の大学にギター科はまだまだ少ない。不自由で、非常に難しい国に帰ってきたと思う。 

◼ 好きな言葉は、「継続は力なり」。何回失敗しても継続するという気持ちさえあれば何でも実現する。 

 

【マエストロ養成講座 第９回】  

メルツの「燕が家に帰るころ」を取り上げての講座です。かなりハイレベルな曲です。 

 

【ギター 達人への道 第９回】 

今回も引き続き「セーハ」について詳細に解説します。2 つの注意点を上げていますが、「弦に過度の圧

力を与えてはいけない」と、「弦への圧力は主に 1 の指にて行い、親指は１の指をわずかに補佐する程

度なければいけない」と、左手親指に力を入れないように注意しています。 
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【現代右手奏法序説 第 1回 爪とタッチの基本：新井伴典】 

過去も今も最も悩んでいるのが右手の奏法ですが、新井さんが詳しく解説してくれています。 

◼ 爪の形は、ともかく写真を見ないとわかりません（下に一部掲載）。新井さんも私と同様、斜めに

肉と爪でタッチし、その時間をなるべく長くとるために傾斜部分を長くとっている。 

◼ 彼は、指頭に沿って丸くすると音がぼやけ、音の心がなくなるそうです。 

◼ 爪を厚くするときはやすりを垂直に、薄くするときは裏側を削るそうです。 

◼ 爪の表面にある縦じまは、裏側にもあるので念入りに磨く必要があるとのこと。 

◼ 音の出方を確認する方法として、ギターの表面を天井に向けて 10 円玉を表面板に置き振動具合を

調べることもやっているそうです。 

 

 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：今からギターを始めようという人、基礎からもう一度やり直そう

と考えている人向けの教本。９回目は、旋法、装飾音、変則調弦の話です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：ピアソラの「リベルタンゴ」と、マルチェロの「オーボエ協

奏曲よりアダージォ」のソロアレンジが掲載されている。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：初級・中級者向けのに演奏テクニックの再考を行うための記事。第９回

は、スタッカートについて、わかりやすく解説しています。音を切る目的、どのくらい短く切るか等。

となみに、スタッカートには 3 種類あるそうで、「メゾ・スタッカート：3/4 程度に切る」「スタッカー

ト：1/2 程度に切る」「スタッカティシモ：1/4 程度に切る」だそうです。 

◼ 「ギタリスト紹介」のコーナーでは、福岡の橋口さんが紹介されています。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第９号のメインは、そんなところでしょうか。 



また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 


